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2023年５月31日（水）

Q1.	 �今号をどこで手に入れましたか。または何でご覧になりましたか？
Q2.	 �今号の「美ら島沖縄」で面白かったページは何ですか？またその理由は？
Q3.	 �今号の「美ら島沖縄」で役立ったページは？
Q4.	 �「美ら島沖縄」で取り上げてほしい内容は何ですか？
Q5.	 �「美ら島沖縄」に関する率直なご意見、ご感想があればお聞かせください。

�ㅡラジオ沖縄�（864KHz）�11：50〜11：55
�ㅡRBCiラジオ�（738KHz）�11：55〜12：00
�ㅡＦＭ沖縄� （87.3MHz）�12：55〜13：00

�ㅡ琉球放送� (RBC）�土	13：10〜13：15
�ㅡ沖縄テレビ�(OTV）�日	� 8：25〜� 8：30

沖縄市の地域ブランド「コザスター」認定商品。国産最高級小麦粉と京
都から取り寄せた細粒糖、粉糖を使用して上品な甘さに仕上げました。

特集：	「米国統治の証を」を未来へつなぐ	 	
デジタルアーカイブ

⚫紙の冊子で保存しておくのも良いですが
デジタル化しておけば劣化の心配も無いの
で良いと思いました。（糸満市）
沖縄復帰50年を振り返る 	 	
沖縄あんやたんかんやたん
⚫首里城焼失で大きな悲しみと沖縄から初
の五輪金メダリストの誕生など、歴史に残る

年だったんだと改めて思いました。（沖縄市）
県の動き1：	妊娠・出産・子育ての総合的な相談窓口　	

母子健康包括支援センター
⚫不妊治療は高額だとみたことがあるので、
保険適用されてよかった。（読谷村）
県の動き3：	新生活をバスやモノレールではじめよう
⚫鉄道導入に興味があるので、沖縄県が導
入に向けて取り組んでいることが分かって
ホッとした。（南風原町）

⚫今後鉄道が普及していくのかもということ
を知ることができた。できれば車を持たずに
公共交通で移動したい。（宜野湾市）
県の動き4：	2023年版「おきなわ食材の店」	 	

ガイドブックが完成しました！
⚫ここ数年、外食の機会が少なかったため、おきな
わ食材が味わえるお店の情報が知れて、いいなと思
いました。うりずん豆など、調理方法がわからない
島野菜も多いので活用したいと思います。（浦添市）

⾃治体広報紙配信スマートフォン用アプリ『マ
チイロ』に「美ら島沖縄」を掲載しています。
「マチイロ」サイト（外部サイトリンク）から専
用アプリをダウンロードしてご覧ください。

「うまんちゅひろば」は�
YouTubeでもご覧�
いただけます。

※	｢５月号プレゼント係」と明記ください。	
抽選の上、プレゼントを差し上げます。�
プレゼントの発送をもって発表と代えさせていただきます。

①上記アンケートへの回答 ②郵便番号 ③住所 ④氏名 ⑤年齢
⑥電話番号を必ずお書きのうえ、下記の宛先までご応募ください。

5月20日・21日	
�日本赤十字社沖縄県支部について
5月27日・28日	
�令和5年度⾃動車税納期内納付のお知らせ

ハガキ：〒900ｰ8570�沖縄県那覇市泉崎1ｰ2ｰ2�広報課あて
FAX：098ｰ866ｰ2467 電子メール：kouhou@pref.okinawa.lg.jp

提供／株式会社プラザハウス　
TEL.098-932-4480

必着

応募方法

アンケート

商品に関する
問い合わせ

宛先

読者の声

10
名様

現在、108テーマの講座を提
供中！県の職員が講師として
出向きます。詳しくは県ホー
ムページをご覧ください。

実施中！
県政出前講座

広報課から５月のお知らせ

読読者者ププレレゼゼンントト
アンケートに答えて

県産品を当てよう!

美ら島沖縄・うまんちゅひろばのアンケートにお答えいただいた方から
抽選で、毎月10名様に県産品をプレゼント！

●さとうきびの力、8島の恵み
さとうきびには力があります。夏の暑さで育つ

力、乾いた土地で生きる力、台風の雨風に耐える
力があります。さとうきびは沖縄のいたる所で作
られています。

沖縄には黒糖を作る自然豊かな8つの島があ
ります。伊平屋島、伊江島、粟国島、多良間島、
小浜島、西表島、波照間島、与那国島です。

●今年は黒糖製法が導入されて400年
さとうきびは黒糖の原料になります。さとうきびの

搾り汁から不純物を取って、煮詰めて、空気とかき混
ぜて、冷やし固めて黒糖ができます。さとうきびは昔
から沖縄にありましたが、黒糖の製法はあまり知られ
ていませんでした。

1623年、琉球王国の儀間真常が
中国に青年を派遣し、新しい黒糖
の作り方を学ばせて持ち帰らせま
した。黒糖は琉球中に広まって暮
らしを支えてきました。

その後、製法の機械化や工場の大型化が進み、黒
糖は沖縄全域で作られてきましたが、時代の変化と
ともに黒糖を作る工場の数は次第に減っていきました。

8つの島では、風土を活かしたそれぞれの黒糖が
400年経った今でも作られ、島の経済を支えています。

●黒糖を食べよう
8つの島で同じ黒糖はありません。伝統的な製法

で風味、色、形などに特色が生まれるからです。黒
糖にはミネラル分も豊富で、さまざまな機能性があ
ります。みんなで美味しい黒糖を食べましょう。

沖縄県含みつ糖対策協議会では、5月10日を黒糖の
日として定め、さまざまな関連行事を行っております。

今年の行事については、県糖業農産課や沖縄県黒
砂糖協同組合のＨＰ（https://www.okinawa- 
kurozatou.or.jp/）で告知しますので、ぜひご覧ください。

あれから400年、5月10日の 黒糖の日に

沖縄黒糖8島のロゴマーク

問い合わせ   　　糖業農産課　電話：098-866-2275

沖縄黒糖

黒糖の日関連イベントの様子

ぎんてんがい1

エイサーまつり2

こどものくに3

くがにちんすこう4

シアタードーナツ5

ライブハウス6

い っ こ く ど う
（腹話術師  いっこく堂）

ワードパズル
市町村

こ た え

14美ら島沖縄 2023.5５月は自動車税の納付月です！

広 告

広 告


